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３月１９日（火）第４回　検数労連１９春闘交渉１４：００～１５:００


両協会、有額回答構築に向けた考え方を披歴。
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  ３月１９日（火）第４回検数労連１９春闘交渉で組合は両協会に対し、有額回答構築に向けた考え方の披歴を求めました。


　両協会ともに現時点で検討している内容との前置きがあったうえで、次のような考え方の披歴がされました。





【日検協会】


　現時点での有額回答に向けた考え方について、前回の交渉時にも説明したとおりだが、現在、平成３０年度の事業損益と事業見込等を精査している最中である。そのような中で昇給の在り方についても精査しているが、今年度については定期昇給プラス一律での回答を基本に考えている。


　世代間調整については、昨年の春闘で『平成３０年度をもって整理する』との確認のもと、一律での回答を検討しているが、一律の回答方式にも様々な考え方がある。


　労組の『１９歳～５９歳まで一律での回答』という主張もあるが、日検協会としては昇給に関して、年功が反映されていないことから、年齢・勤続年数を加味した考え方等も検討している。


しかし、この考え方については様々な角度からの









































































































































検討も必要だとも考えていることから、今春闘の有額回答構築に向けて鋭意検討を重ねている最中である。





【全日検】


　有額回答に対する考え方について、経営環境については同業他社と同様である。３月の実績についてはまだ出ていないが、現時点ではマイナスとなっている。現在、有額回答に向けて構築中ではあるが、明日の中央港湾団交の経過や、政府の


進める働き方改革、産別協定の履行などがある中での原資確保に努めてお


り、そのような中での有額回答構築となるが、現時点での考え方の骨格としては昨年を踏襲した内容を考えている。
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【組合主張】


　組合は両協会の有額回答に向けた考え方を聞いたうえで、次のような主張をおこないました。


　日検協会に対しては、１８春闘では世代間での調整の影響で春闘が長引いた経過を踏まえ、今回のような考え方に至っているとは思うが、回答方式はともかく現場で働く従業員のモチベーションが下がらないような回答を期待する。


　他産業の１９春闘の平均賃上げ額は中間集計で６６００円以上となっている。両協会ともに、この回答内容を充分考慮し、回答構築をすべきである。


　両協会より考え方が出されたが、やはり組合員が重視しているのは賃上げ額であり、有額回答提示の時には組合員の期待に応えるだけの賃上げ回答を求める。
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　３月９日（土）日検労横浜支部、３月１５日（金）検数労連中四国支部で１９春闘オルグを開催しました。


　横浜のオルグでは検数労連から石井中央副委員長、光部中央書記長、日検労藤村中央書記長を迎え、労働組合の必要性と重要性を説明したうえで１９春闘前進に向けての団結を強調しました。


　参加者からは『まずは要求通り２万円の賃上げを勝ち取ること』『要求を前進させることで組織拡大につながると確信している』『要求額を手当化させてでも勝ち取る』など、若年層を中心に切実なる訴えがされました。


中四国支部のオルグでは検数労連石井副委員長、日検労藤井副委員長の２名が参加し、石井副委員長からは１９春闘全般に関わる課題（独禁法・６５歳定年制・週休２日制・港湾年金）や、組織強化・拡大などについての講義がされました。


藤井副委員長からは、主に企業内課題を中心に詳細な報告がされ、政府が進める働き方改革関連法にともない、私たちの働き方がどのように変わっていくのか



















































































































































































日検労横浜支部・検数労連中四国支部


　　　　　　　　１９春闘オルグ開催





等の報告がされました。


参加者からは、我々が直面する課題として、認可料金の復活や６５歳定年制への質問が多数出されました。





　







































































































































































次回交渉　３月２７日（水）１１：００～


第５回検数労連１９春闘交渉


有額回答指定日につき、各地域闘争委員会ならびに組合員は注目せよ。




















　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


